
令和４年度 第１回秋田県・市町村協働政策会議（要旨）

１ 日 時 令和４年５月２５日（水） １５時３０分～１７時００分

２ 場 所 秋田県市町村会館 大会議室

３ 出席者 別紙

４ 要旨（生活排水処理事業に関する部分のみ抜粋）

□田中建設部長

（資料４－１、４－２により説明）

□佐竹知事

ただいまの説明に対して御意見、御質問がありましたら、御発言願います。

●福原大館市長

補完組織の設立は、一日も早く実現してほしい。

大館市の川口地区で、県と米代川流域の９市町村で県北地区の広域の汚泥の資源

化事業を行っているほか、米代川の上流域では鹿角市・小坂町・大館市で県北環境

保全センターという株式会社を保有している。県と市町村の行政区分を超えた連携

のメリット、官と民が組むことのメリットを実際に享受している側として、是非こ

のような取組を全県域で進めて いくべきと考える。

このような新しい切り口で 生活排水事業に新しい実務例を作るのだという意気

込みで取り組んでいただきたい。

□佐竹知事

ほかにございませんか。

●佐藤湯沢市長

先進的な取組と伺っている。県と市町村の共同施策であるのみならず、民間の活
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力をや人材を活用するという面で新しい動きであり、しっかり成功させていただけ

ればと思う。

湯沢市では、ここ数年、人材が集まらないため技術職員を採用出来ないという状

態にあり、技術力を維持することが難しい状況にある。この新組織では、市町村の

技術力を補完するような役目を担っていただきたい。

また、できる限り民間事業者の業務を奪うことのないような運用をしていただき

たい。

□田中建設部長

貴重な御意見をいただき感謝する。引き続き、積極的にご意見を頂戴したい。

□佐竹知事

生活排水処理に関しては、汚泥処理の共同化など、ハードの面での取組は着実に

進んでいる。御意見のあったように、課題になっているのは技術者の確保であり、

非常に難しいところである。そういう意味で、このような組織を作って、官と民が

上手く協力して、メリットを出せるようにしていきたいと考えている。

個別の工事等はこれまでどおり、民間でできるので、あくまでも計画策定や、経

営の評価などに関する部分をこの組織が担うような形で、進めていきたい。

□佐竹知事

それでは、市町村から提案のあった２件と、県から提案した２件について、空き

家対策に関してはもう少し揉む必要があるが、他の３件については、方向性につい

て、同意いただけたと思うので、この方針に沿って進めさせていただきたい。
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（別　紙）
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（会議資料）
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